
６ 教 育 研 究 等 

 

（１） 訪問教育研究会（訪問教育担当教員講習会） 

ア 趣 旨 

訪問教育担当教員及び、重度・重複障害児の担当教員を対象に専門的な知識及び技術を

修得するための講習会を開催し、もってその指導力の向上を図る。 

イ 参加者  訪問教育担当 19 名 重度重複教育担当 23 名 

ウ 期 日  平成 30年７月 28 日（金） 

エ 会 場  総合教育センター 

オ 研究内容 

(ｱ) 実践発表 

子どもとの生活づくり・教材教具 

(ｲ) 講演会 

     「表出の少ない子どもとのコミュニケーション」 

      講師：稲荷山養護学校 青木 高光 教諭 

 

（２） 特別支援教育研究委員会（「新学習指導要領手引書」の作成） 

新学習指導要領の施行を受け、教育課程の改善・充実に向けた調査・研究を行い、その

成果を「新学習指導要領 手引書」にまとめ、周知することにより、教員の資質向上と特

別支援教育の推進を図る。（29 年度は準備期間 完成は平成 31年２月の予定） 

 

 

７ 進  路  指  導 

 

（１） 中学校特別支援学級進路指導研修会 

ア 趣 旨 

     中学校の特別支援教育担当教員を対象に進路指導の基礎的研修を行うことを通して、進

路指導にかかわる実践的指導力の向上を図る。 

イ 参加者  中学校特別支援学級担任等 87 人 

ウ 期日及び会場  平成 30年７月 10日（火） 長野県総合教育センター 

オ 内 容 

(ｱ) 講義「長野県の現状」「進路指導の基本」「高校における特別支援教育」 

(ｲ) 講義「高校卒業後の生活の様子とサポート体制」 

(ｳ) 講義「卒業後の進路選択と移行支援のあり方」 

(ｴ) 情報交換「進路指導に関する悩み、知りたい情報について」 



８  障 が い 児（者）理 解 

 

（１） 交流教育提携校 

特別支援学校と 88校の保育所・幼稚園、小学校、中学校、高等学校等とが提携し、通常の学

習、運動会などの学校行事や、児童、生徒会の活動などを通して交流した。 

 

 

９ 研 究 指 定 校 等（文部科学省委託事業） 

 

（１）「高等学校段階における特別支援教育の充実に関する実践研究」（４年目） 

高等学校において、個別の障がいに応じた学習活動を指導することができるよう、教育

課程の特例（学校教育法施行規則第 85条）を適用し、箕輪進修高等学校において、障がい

に応じた特別の指導の実践研究を行った。 

 

 

10 特 別 支 援 教 育 就 学 奨 励 費 

 

特別支援学校に就学する児童・生徒の保護者に対して、経済的負担を軽減する目的で、特別支

援教育就学奨励費を支給した。 303,731,380円 （国庫１／２以内 151,865,291 円） 

 

 

11 学 校 評  議  員 

 

平成 14 年度から特別支援学校に学校評議員制度を導入した。 

１校当たり５～９名程度   全 18 校に設置 


